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特定非営利活動法人大阪マスターズ陸上競技連盟  

2019年度通常総会 議事概要 

■開 催 日 時  2019年 2月 10日(日) 13時 00分～14時 30分 

■開 催 場 所  アークホテル大阪心斎橋（大阪市中央区島之内 1-19-18） 

■出席正会員数  328人（うち委任状提出者；282人）  正会員総数；647人 

１．議長の選任 

出席正会員のなかから藤田幸久氏が満場一致で議長に選出された。 

２．議事録署名人の指名 

議長が議事録署名人に小西宏之、並川耕士の両氏を指名し、全員異議なく承認された。 

３．議事経過および議案別議決結果 

第 1号議案 2018年（平成 30年）度事業報告について 

第 2号議案 2018年（平成 30年）度活動計算報告ならびに監査結果について 

第 1号議案の事業報告について池上健三専務理事から、次いで第 2号議案の活動計算報告につい

て坂下勝正常務理事（会計担当）からそれぞれ報告があり、次いで椎木茂久監事より、事業執行

と活動計算結果についての監査報告がなされた。 

これらの報告を受けて議長が意見等を求めたところ、次のような意見・要望等が出された。 

・事業報告の法人の概況・会員状況の中の＜表 3＞に記載の陸連登録割合が間違っているのでは

ないか。 

・事業の成果の最終行が中途半端なままで中断した形で終わっているのではないか。 

これに対し、池上専務理事から、陸連登録割合は、普通会員の合計数に対する割合で、注記の記

載が不十分であり申し訳ないとの回答がなされた。また、記載内容の中断については、そのよう

なことはなく、次ページの最初に続いている。議案のタイトルと被った表記になっているのでご

理解いただきたいとの説明があった。 

これらの質疑応答の後、議長が第 1号議案の事業報告および第 2号議案の活動計算報告について、

それぞれ挙手による賛否を諮ったところ全員異議なくこれらを承認し、本案は可決された。 

第 3号議案 2019年度事業計画（案）について 

第 4号議案 2019年度活動予算（案）について 

第 3号議案の事業計画（案）について池上専務理事から、次いで 4号議案の活動予算（案）につ

いて安達芳惠常務理事（会計担当）からそれぞれ提案説明がなされた。これを受けて議長が意見

等を求めたところ、次のような意見・要望等が出された。 

・全日本マスターズ選手権大会のリレーに出場を検討しているが、申し込み等の手続きはどうす

れば良いのか。ホームページからでもできるのか。 

・創立 40周年記念事業の費用はどこに掲載されているのか。 

これに対し、池上専務理事から、全日本のリレーメンバーについては、ホームページで参加を呼

びかけるとともに、大会事務局から提供される出場者リストから事務局でメンバーのリストアッ

プを行い出場の意思確認を行うなどの方法を取っているとの説明がなされた。また、創立 40周

年記念関係の費用につては、第 4号議案Ⅱ.2.経常費用に記載の記念行事に関する諸経費欄に主な

項目を記載しているが、事業費、管理費別に区分し印刷費など費目ごとに積算している。2019

年度事業損益状況予想一覧の会報の項目で印刷費が例年の倍の 1,280,000円計上しているのが一

例であるとの説明がなされた。 

山中保博副会長から、事業計画（案）に記載の各種競技会の日程はあくまで、現時点での案であ
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り最終確定は 2月中旬で、それまでは日程が変更される可能性もあるので独り歩きしないように

留意して欲しいとの要請がなされた。また、並川耕士常務理事から活動予算（案）Ⅱ.1.経常収益

についての会費収入の 2019年度会員見込数が 520人と記載されているが、正しくは 620人では

ないか、との指摘がなされた。 

これを受けて、池上専務理事から、競技日程は別表の 2019年度大阪マスターズ競技会・研修会

日程（案）も含めて最終確定前のものなので、変更の可能性があることを前提にして欲しいとの

要請がなされ、会員見込数についても記載ミスについて訂正がなされた。 

これらの質疑応答の後、議長が第 3 号議案の事業計画（案）および第 4号議案の活動予算（案）

について、それぞれ挙手による賛否を諮ったところ全員異議なくこれらを承認し、本案は可決さ

れた。 

第 5号議案 定款の一部改定について 

池上専務理事から、「常務理事会」「専門委員会」の設置および「公告の方法」の変更をするため、

定款の一部改定を行う旨の説明がなされた。次いで、会議に関する事項については、総会の議決

を経たうえで所轄庁（大阪市）の認証が必要で、認証後でなければ効力が生じない、公告の方法

の変更については所轄庁の認証は不要であるが届出が必要との説明がなされた。 

議長が意見・要望等を募ったところ、特に発言がなかったため、第 5号議案について、挙手によ

る賛否を諮ったところ全員異議なくこれらを承認し、本案は可決された。 

 

以上 


